
予算計画として  令和５年 1 月         

           

仮設型（従来テント）２7 年で 25 億 9 千万円（新設６億５千万円・７年毎シート新調とテント組立てバラシが必要）     

常設型３０年で 21 億 9 千万円（建物１４億５千万円・土地 2 億５千万 年間保険料等１５０万円）      

            

  青森ねぶた小屋 仮設型テントと常設型の予算の対比表     

         

仮設型（従来テント）     常設型      

テント新調（20 年間耐久）  6 億 5 千万円   建物 14 億 5 千万円 

7 年毎シート新調７千万円 x2 回  １億 4 千万円          土地 2 億５千万円   

組立てバラシ 4 千万円ｘ20 年間  8 億円     

・火災保険年間 100 万円 

・法定点検年間 50 万円 x30 年間 
  4 千 500 万円   

20 年間の費用   15 億 9 千万円   

固定資産税年 1131 万 

  x30 年間 ４億 1190 万円   

都市計画税年 242 万円 

 

21 年目新調６億５千万 22 億 8 千万円   不動産取得税ｘ1 回      3 千 233 万円   

27 年目（テント新調） 25 億 9 千万円   30 年間で 21 億 9 千万円   

*その都度解体・組立てが必要    *ねぶた期間中以外は他の使用が可能  

     *中の間仕切りを取れば広い空間として活用   



 


